
【
史
料
紹
介
】

江
戸
幕
府
の
名
所
・
旧
跡
調
査
に
関
す
る
一
史
料

は
じ
め
に

近
年
の
近
世
史
研
究
で
は
、
名
所
・
旧
跡
に
関
す
る
研
究

が
増
え
て
い
る
。
一
九
九

0
年
代
以
降
、
日
本
近
世
史
の
問

題
関
心
は
多
様
化
し
、
寺
社
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
史
や
文

化
史
、
あ
る
い
は
観
光
史
と
い
っ
た
新
た
な
研
究
領
域
の
開

拓
も
始
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
名
所
・
旧
跡
に
関
す
る
研
究

は
、
ひ
と
つ
に
は
近
世
の
物
見
遊
山
を
代
表
す
る
寺
社
参
詣

を
手
が
か
り
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
寺
社
縁
起
と
い

っ
た
由
緒
に
か
か
わ
る
言
説
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

近
世
の
名
所
・
旧
跡
を
調
べ
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
名

所
図
会
や
地
誌
と
い
っ
た
書
籍
や
編
纂
物
が
史
料
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
書
籍
類
は
、
か
つ
て
の

山
本

英

史
料
調
査
で
は
雑
文
書
に
分
類
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
最
近
は
近
世
文
学
と
近
世
史
の
学
際
的
な
協

業
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
村
方
文
書
(
地
方
文
書
)
の
な
か
か

ら
名
所
・
旧
跡
に
関
す
る
史
料
を
直
接
見
つ
け
出
し
て
、
研

究
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
偶
然
村
方
文
書
の
な

か
に
混
じ
っ
て
い
た
江
戸
幕
府
の
名
所
・
旧
跡
調
査
に
関
す

る
文
書
で
あ
る
。

名
所
・
旧
跡
調
査
書
上
の
紹
介

本
文
書
は
、
信
州
大
学
人
文
学
部
日
本
史
研
究
室
所
蔵
の

信
濃
国
更
級
郡
今
里
村
更
級
家
文
書
・
史
料
番
号
四
|
二
号
(



文
書
で
あ
る
。
更
級
家
文
書
は
、
松
本
市
内
の
古
書
臨
時
を
通

じ
て
日
本
史
研
究
室
に
架
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
里
村
は
、
天
保
郷
帳
で
は
村
高
一
一
六
四
石
余
、
上
回

藩
の
飛
地
と
幕
府
中
之
条
代
官
所
領
の
相
給
村
落
で
あ
る
。

今
里
村
の
大
半
は
上
田
藩
領
に
属
し
、
幕
府
領
は
八
八
石
八

斗
五
升
三
合
に
過
ぎ
な
い
。

文
書
の
形
態
は
美
濃
判
の
竪
型
継
紙
で
、
い
わ
ゆ
る
「
状
」

と
分
類
さ
れ
る
一
枚
物
の
下
書
で
あ
る
。
差
出
人
は
更
科

(
更
級
)
郡
今
里
村
の
村
役
人
(
名
主
・
組
頭
・
百
姓
代
)
、

受
取
人
は
中
之
条
役
所
、
す
な
わ
ち
信
濃
国
中
之
条
代
官
所

で
、
文
化
二
年
(
一
人

O
五
)
当
時
の
中
之
条
代
官
は
、
思

田
新
人
郎
で
あ
る
。
そ
し
て
文
書
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
申
上
候

更
科
郡
之
内
名
所
旧
跡
御
尋
被
仰
付
候
得
共
、
当
村
ニ
而
茂

委
儀
を
相
存
知
申
候
者
茂
無
之
候
得
共
、
所
之
者
往
古
よ

り
申
伝
来
り
候
之
通
り
口
上
書
-
一
奉
申
上
候
、

一
、
競
捨
山
旗
ケ
石

甥

石

姪

石

鏡

蓋

山

冠

巌

有

明

山

桂

の

木

一

夜

山

鏡

ノ

池

田

毎

月

雲

井

橋

千

曲

川

更
科
川

右
、
十
三
景
与
申
候
、
観
世
音
信
濃
国
札
所
八
幡
森

一
、
若
宮
八
幡
宮

一
、
塩
崎
村
之
内
長
谷
観
世
音
右
同
断
札
所

一
、
川
中
嶋
之
内
小
嶋
田
村
ニ
八
幡
原
与
申
少
之
芝
間
有
之
、

是
ハ
川
中
嶋
合
戦
之
節
之
陣
馬
跡
有
之
由
一
「
甲
来
り
、

一
、
杵
測
村
ニ
武
田
典
厩
之
御
墓
所
有
之
、
典
厩
寺
与
申
候
、

一
、
茶
臼
山
与
申
古
城
山
跡
有
旅
村
与
申
所
ニ
御
座
候
、

一
、
竹
ノ
城
与
申
古
城
山
跡
岡
田
村
与
申
所
ニ
御
座
候
、

一
、
琵
琶
城
与
申
古
城
跡
牧
嶋
村
与
申
所
ニ
御
座
候
、

一
、
曲
路
橋
山
中
水
内
村
辺
ニ
御
座
候
、

右
之
通
り
、
従
往
古
及
承
候
場
所
、
此
外
ニ
無
御
座
候
、

一
、
当
村
農
業
之
問
、
稼
方
之
儀
者
、
耕
作
之
間
一
語
、
男

ハ
薪
取
、
女
ハ
木
綿
布
稼
仕
候
、
右
御
尋
ニ
付
申
上
候

所
、
相
違
無
之
候
、
以
上
、
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奇
相今
里
村
名

主

判

組

頭

判

百
姓
代
判

中
之
条
御
役
所

内
容
は
、
中
之
条
代
官
所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
、

更
級
郡
内
の
名
所
・
旧
跡
に
つ
い
て
、
往
古
か
ら
の
伝
承
を

調
べ
て
今
里
村
の
村
役
人
が
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
摸
捨
山
十
三
景
、
八
幡
森

の
信
濃
国
札
所
、
若
宮
八
幡
宮
、
塩
崎
村
長
谷
観
世
音
、
小

島
田
村
の
八
幡
原
に
あ
る
川
中
島
合
戦
の
御
陣
馬
跡
、
杵
湖

村
の
典
厩
寺
、
有
旅
村
の
茶
臼
山
古
城
山
跡
、
岡
田
村
の
竹

ノ
城
古
城
跡
、
牧
島
村
の
琵
琶
城
跡
、
そ
れ
に
山
中
水
内
村

辺
り
の
曲
路
橋
で
あ
る
。
そ
し
て
口
上
書
の
最
後
に
は
、
今

里
村
の
「
稼
方
」

H
生
業
に
関
す
る
一
条
が
書
き
添
え
ら
れ

て
い
る
。

ま
ず
最
初
に
登
場
す
る
名
所
は
、
旗
捨
山
十
三
景
で
あ
る
。

摸
捨
山
は
、
冠
着
山
あ
る
い
は
更
級
山
と
も
呼
ば
れ
、
古
く

は
『
古
今
和
歌
集
』
に
も
歌
枕
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
山

す
そ
に
展
開
す
る
棚
田
は
、
回
毎
の
月
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
十
三
景
は
、
摸
捨
山
中
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ
る
勝
景

を
掲
げ
て
い
る
が
、
諸
書
に
よ
り
異
同
が
あ
お
。

つ
ぎ
の
八
幡
森
の
観
世
音
は
、
信
濃
国
三
十
三
番
札
所
の

う
ち
、
第
十
四
番
札
所
の
長
楽
寺
(
千
曲
市
八
幡
)
の
こ
と

だ
ろ
う
。
嬢
捨
山
十
三
景
の
箇
条
に
含
ま
れ
る
か
た
ち
で
記

載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
長
楽
寺
が
嬢
ケ
石
の
傍
ら
に
位
置
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

若
宮
八
幡
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
更
級
郡
若
宮
村
(
現

千
曲
市
若
宮
)
に
あ
る
左
良
志
奈
神
社
の
こ
と
だ
ろ
う
。
塩

崎
村
の
長
谷
観
音
は
、
信
濃
国
三
十
三
番
札
所
の
う
ち
第
十

八
番
札
所
の
長
谷
寺
(
長
野
市
塩
崎
)
で
あ
る
。

つ
づ
く
小
島
田
村
(
長
野
市
小
島
田
)
の
八
幡
原
に
あ
る

陣
馬
と
は
、
永
禄
四
年
(
一
五
六
こ
の
川
中
島
合
戦
の
折
(



に
、
武
田
信
玄
が
本
陣
を
置
い
た
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
太
万
七
太
万
で
著
名
な
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
の
一
騎
打

ち
の
場
所
と
も
、
軍
師
山
本
勘
助
戦
死
の
地
と
も
い
わ
れ
る

川
中
島
合
戦
随
一
の
名
所
で
あ
る
。

杵
測
村
(
長
野
市
杵
測
)
の
典
厩
寺
は
、
永
禄
四
年
の
川

中
島
合
戦
で
戦
死
し
た
武
田
信
玄
の
弟
武
田
典
厩
信
繁
の
墓

所
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
。

有
旅
村
(
長
野
市
有
旅
)
の
茶
臼
山
城
祉
は
、
永
禄
四
年

の
川
中
島
合
戦
に
際
し
て
、
武
田
信
玄
が
本
陣
を
置
い
た
と

伝
承
さ
れ
る
茶
臼
山
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

岡
田
村
(
長
野
市
岡
田
)
の
竹
ノ
城
祉
は
、
詳
細
は
不
明
。

た
だ
岡
田
村
は
茶
臼
山
の
東
麓
に
位
置
す
る
集
落
で
あ
る
。

牧
島
村
(
上
水
内
郡
信
州
新
町
牧
野
島
)
の
琵
琶
城
祉
は
、

長
野
県
指
定
史
跡
の
牧
野
島
城
の
こ
と
で
、
武
田
家
の
武
将

・
馬
場
美
濃
守
信
房
が
城
主
を
務
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
要

害
で
あ
る
。

曲
路
橋
は
、
犀
川
の
絶
壁
に
架
け
ら
れ
て
い
た
久
米
路
橋

(
上
水
内
郡
信
州
新
町
水
内
橋
場
)
の
こ
と
で
、
『
拾
遺
和
歌

集
』
の
歌
枕
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
橋
上
が
曲
折
し
)
局
寸

て
い
る
こ
と
か
ら
曲
橋
と
も
撞
木
橋
と
も
い
っ
た
。
(

名
所
・
旧
跡
調
査
の
背
景

こ
の
書
上
に
登
場
す
る
名
所
・
旧
跡
は
、
歌
枕
(
嬢
捨
山

・
久
米
路
橋
)
、
古
城
駈
、
川
中
島
合
戦
の
古
戦
場
、
信
濃

国
三
十
三
番
札
所
な
ど
の
寺
社
仏
閣
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ

ら
の
所
在
地
は
今
里
村
で
は
な
く
、
広
く
更
級
郡
と
水
内
郡

に
及
ん
で
い
る
。
旗
捨
山
十
三
景
の
う
ち
有
明
山
と
一
夜
山

(
一
重
山
)
は
埴
科
郡
に
属
し
、
千
曲
川
は
更
級
郡
と
埴
科

郡
の
境
界
を
流
れ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
こ
の
書
上
は
、
今

里
村
か
ら
提
出
す
る
か
た
ち
を
取
り
な
が
ら
、
更
級
郡
を
単

位
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
郡
単
位
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
が
江
戸
幕
府
に
よ
る
国
郡
を

単
位
と
し
た
全
国
調
査
の
可
能
性
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
が

伝
統
的
な
国
家
の
枠
組
み
と
し
て
国
郡
制
を
活
用
し
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
慶
長
・
正
保
・
元
禄
・



天
保
の
国
絵
図
・
郷
帳
調
査
は
、
国
郡
を
単
位
と
し
て
い
る
。

ほ
か
に
事
和
三
年
(
一
八

O
三
)
、
郡
村
な
ど
の
表
記
を
カ

タ
カ
ナ
で
取
り
調
べ
た
「
諸
国
郡
村
仮
名
付
帳
」
の
提
出
も
、

領
主
支
配
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
全
国
を
対
象
と
す
る
調
査
で

あ
っ
た
。
し
か
し
江
戸
幕
府
が
、
名
所
・
旧
跡
調
査
を
全
国

的
に
実
施
し
た
か
ど
う
か
は
、
な
お
推
測
に
と
ど
ま
る
。
そ

れ
は
直
接
調
査
を
命
じ
た
幕
府
の
触
書
や
、
他
村
や
他
地
域

で
の
書
上
を
管
見
の
か
ぎ
り
確
認
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
今
後
の
課
題
に
属
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
に
は
、
今
里
村
の
書
上
が
更
級
郡
内
に
及
ん

で
い
る
理
由
は
、
中
之
条
代
官
所
の
支
配
管
轄
に
あ
る
。
中

之
条
代
官
所
は
、
陣
屋
が
埴
科
郡
中
之
条
村
(
坂
城
町
)
に

設
置
さ
れ
、
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
段
階
で
、
埴
科
郡

一
四
か
村
、
小
県
郡
二
一
か
村
、
佐
久
郡
五

O
か
村
、
水
内

郡
一
三
八
か
村
、
高
井
郡
四

O
か
村
、
そ
れ
に
更
級
郡
一
か

村
の
計
二
五
五
か
村
か
ら
構
成
さ
れ
話
。
つ
ま
り
更
級
郡
内

の
中
之
条
代
官
所
支
配
の
村
は
、
今
里
村
だ
け
な
の
で
あ
る
。

中
之
条
代
官
所
は
、
信
濃
国
一

O
郡
の
う
ち
高
井
・
水
内
・

更
級
・
埴
科
・
小
県
・
佐
久
の
六
郡
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

幕
府
直
轄
領
の
支
配
村
々
を
介
し
て
、
郡
域
の
名
所
・
旧
跡

を
調
査
し
た
だ
け
で
も
、
圏
内
の
調
査
は
相
応
に
調
査
可
能

と
な
る
。
今
里
村
の
調
査
が
広
く
更
級
郡
内
に
及
ん
で
い
る

の
は
、
こ
う
し
た
特
殊
な
事
情
が
反
映
し
た
も
の
か
も
知
れ

な
し
。く
わ
え
て
興
味
深
い
の
は
、
書
上
の
末
尾
に
農
間
渡
世
と

し
て
、
男
は
薪
稼
ぎ
、
女
は
木
綿
布
稼
ぎ
を
し
て
い
る
と
の

条
項
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇

条
は
、
村
明
細
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
ぜ
名
所

・
旧
跡
調
査
に
、
農
間
渡
世
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
だ
ろ

、っか。こ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の
は
、
神
谷
智
の
指
摘
で
あ

る
。
神
谷
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
研
究
で
は
村
明
細
帳
の
記
述

内
容
は
、
い
つ
も
同
じ
事
項
が
く
り
返
さ
れ
る
ば
か
り
で
、

あ
ま
り
変
化
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
お
な
じ
明
細
帳
で

あ
っ
て
も
、
提
出
目
的
に
応
じ
て
記
載
内
容
が
変
化
す
る
場

F
h
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合
が
あ
る
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
村
明
細
帳
に
古
城
祉
や
(



名
所
・
旧
跡
が
、
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
か
も
、
重
要
な

問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
、
名
所
・
旧
跡
調
査
が
実
施
さ
れ
た
文
化
年
聞

は
、
江
戸
幕
府
の
修
史
事
業
や
地
誌
編
纂
と
い
っ
た
各
種
の

文
化
行
政
が
活
発
化
し
た
時
期
に
当
た
る
。
そ
れ
ま
で
は
石

高
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
幕
府
が
、
十

八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
(
寛
政
j
文
化
・
文
政
年

間
)
に
、
各
種
統
計
調
査
を
本
格
化
さ
せ
る
こ
と
の
意
味
を
、

改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
名
所
・
旧
跡
調
査
に
関

す
る
史
料
は
、
偶
然
日
本
史
研
究
室
所
蔵
文
書
の
な
か
に
見

い
だ
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
之
条
代
官
所
管
轄
内
の
史
料

に
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
他
の
中
野
代
官
所
や
諸

藩
領
と
い
っ
た
信
濃
国
一
国
規
模
で
確
認
で
き
る
の
か
、
さ

ら
に
全
国
各
地
に
も
実
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

あ
る
い
は
文
化
年
間
以
外
に
も
調
査
は
お
こ
な
わ
れ
た
の
か

ど
う
か
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
す

べ
て
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

【
註
]
(
l
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
原
淳
一
郎
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』

(
思
文
閣
出
版
、
二

O
O
七
年
)
、
青
柳
周
一
『
近
世
に
お
け
る
寺

社
の
名
所
化
と
存
立
構
造
|
地
域
の
交
流
関
係
の
展
開
と
維
持
|
』

(
『
日
本
史
研
究
』
第
五
四
七
号
、
二

O
O
八
年
)
、
青
柳
周
一
・
高

埜
利
彦
・
西
田
か
ほ
る
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
一
地
域
の
ひ

ろ
が
り
と
宗
教
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
八
年
)
第
E
部
・
寺
社

の
名
所
化
と
宗
教
者
所
収
の
各
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。

(
2
)
藤
賓
久
美
子
『
近
世
書
籍
文
化
論
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
六

年
)
、
鈴
木
俊
幸
『
増
補
改
訂
近
世
書
籍
文
献
目
録
』
(
ぺ
り
か
ん

社
、
二

O
O
七
年
)
、
鈴
木
俊
幸
編
集
『
書
籍
文
化
史
』
第
一
{
}
入

号
(
二

0
0
0
1
0七
年
)
、
「
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
」
研
究
会

『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
第
一

1
四
号
(
二

O
O
六
1
0
八
年
)

参
照
。

(
3
)
た
と
え
ば
『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』
で
は
、
十
三
景
に
千
曲
川
は

な
く
、
か
わ
り
に
小
袋
石
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ほ
か
の
十
二

景
の
名
称
も
微
妙
に
異
な
る
。

(4)
塚
本
学
「
江
戸
幕
府
の
か
な
表
示
地
名
調
に
つ
い
て
」
(
『
信
濃
』

第
三
七
巻
第
一
一
号
、
一
九
八
五
年
、
の
ち
同
『
小
さ
な
歴
史
と
大

き
な
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
所
収
)
。

(6) 



(5)
『
更
級
埴
科
地
方
誌
近
世
編
下
』
(
更
級
埴
科
地
方
誌

刊
行
会
、
一
九
八
一
年
)
二

O
八
頁
。

(6)
神
谷
智
「
天
保
十
二
年
辛
丑
二
月
幡
豆
郡
下
横
須
賀
村
高
反
別
村

鑑
明
細
書
上
帳
」
(
『
三
河
地
域
史
研
究
』
第
二
五
号
、
二

O
O
七
年
)
。

第
三
巻

【
附
記
】
本
稿
は
、
二

O
O
六
j
O
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

研
究
A

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
手
法
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性
化
」
(
課
題

番
号
・
一
八
二

O
三
O
二
九
研
究
代
表
者
・
村
山
研
こ
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

(
受
稿
日
二

O
O
八
年
十
月
三
十
一
日

掲
載
決
定
日
二

O
O
八
年
十
一
月
一
日
)

(
や
ま
も
と
・
え
い
じ
/
信
州
大
学
人
文
学
部
)

(7) 


